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2Kp-3　　テニスウェア設計に對する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓國市立仁川大衣生活 林　洵

被　　服

目的:大衆スポッであるテニス服の着用育態および問題鮎を調査してテニス服の機能性とファシ

ョン性を向上させる代案をもちいることを目的とする．

方法:ソウルおよび首都圏であるテニス場治2i名を對象にして質問紙方法で調査する.調査時期

は1994年6月1日-9月30日までするし,對象は20-60代である.統計分析は頻度分析および交差分析

を行なっている．

結論:Dテニス運動をする動機li30代以前は趣味か多く,40代以後は健康のためぞあると示して

いる.2)テニス服の購入場所は有名スぷツ靴チェ-ン店を選好している,その原因としては購入

するのに簡軍て｀l多様であるとする.3)テニス服の色の固定観念は白色だけあったが以前とは異な

つて白色以外の色を選好している.4)日常服との

をしめしているし,その傾向は年令ぶ多くなると

ｉ用輿否に對し　は家で簡便に着る人が50.4J

大きい.5)上衣

jU

の形態はシェーツ袖を獣

るし,夏服の着用状態は内衣を着ない傾向ぞあって吸水性が卓越な素材改汲が要求される,冬服

はあつい服の形態は港けている.6)あせぶ多く出る時,署きを耐えて競技をする人は23.isを示

し,上衣を上げたり下げたりする人も19.8戈を示してあって運動時上衣を上にあげて固定させる

design開晨が必要ぞある.7)下衣の改良事項には胴のコームひもか伸汐ること硝1.≪,左のボヶ

－トの深力持かあって球を取りだす時不便であることぬ4.92で*り,ポ゜ヶ-ﾄ襄地が球をとりた｀

す時返えることぶ36.4Xである.ホヶ-ﾄ裏地が返えないように固定させる方案およびボヶ-ﾄふ

かきも不便さ力;ないようにすることぶ提案される．

2KP-4　　　　高齢女性と若年女性との体幹部立体形状の比較

　　　　　　　　大妻女大家政　松山容子　　○渡漫敬子

　　　　　　　　十文字女短大　古松弥生

目的　高齢者の衣服が身体に不適合である様子はしばしば見られるが、そこにはサイズだ
けでは解決できない人体の立体形状に関わる問題が示されている。そこで、高齢者の身体
の三次元的把握とそのアパレルパターンへの応用を目指し、本報では１ステップとして、
体表のさまざまな起伏の情報を包含する側方からみたシルエットのカープと立位姿勢の特
徴を表現すると考えられる正中線の描くカープを取り上げて、若年女性のものと比較し、
衣服形状との関係において検討した。
方法　身体計測とGRASP法による三次元計測を、埼玉県在住の62歳から85歳の高齢女
性29名を対象に実施した。体幹を側方からみたシルエットのカーブと頚椎点、頚高点を通
る正中矢状面の輪郭線を三次元座標筆から求めた。これらを、その上に定めた基準点12点
に基づいて、上背部の丸み、腰椎部の前弩・胸部の丸み・腹部の丸み等に関する角度およ
び二つの基準点間の位置関係で表し、基本統計量を求め、主成分分析を用いて解析を行っ
た。その結果を、44名の若年女子のデータと比較した。
結果　高齢者では、肩甲部や乳房部におけるシルエットと正中のカーブの形の差が若年に
比べて少なく、両カープで対応する項目の相関が高いなど、両者はより深く関連すること
が明らかになった。また、高齢者の立位姿勢は前傾して、背中が丸く、腰椎の前弩が弱い
さらに、シルエットでは、殿部は小さく、乳房部の突出は少なく、腹部の突出も大きいな
ど、若年とは著しく異なる特徴をもっているが明らかになった。これらは、アパレルパタ
ーンが若年用では高齢者体型に対応困難であることを示唆するものである。
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